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探索的因子分析  (exploratory factor analysis ; EFA) によって 3 種の潜在変数すなわち
stemness，invasiveness，viability を同定し，壁深達度 (depth)，分化度 (hist)，リンパ管侵襲 (ly)，
静脈侵襲 (v)，リンパ節転移 (n)，腫瘍径 (size)，マトリライシン発現 (matrilysin)を含む 7 種の
観測変数を SEM 解析に導入した． 
われわれが想定したモデルがデータにどれ程適合するか評価するために，comparative fit index
(CFI)と root mean square error of approximation (RMSEA)を適合度指標として採用した．なお，












(confirmatory factor analysis ; CFA ) では胃がん，大腸がんともに癌の stemness が viability を




 (仮説Ⅱ)：本モデルのパス図上で食道がんにおいては invasiveness – ly – n，invasiveness – 
depth – n，stemness – viability – matrilysin – n の 3 種のパスが有意であった．胃がんにおいて
は stemness から n へただ 1 種のパスが有意であり，かつ抑制的であると考えられた．大腸がんに
おいては metastaticity から n への有意な 1 種のパスをたどることができた．適合度指標は食道が
んで CFI=1.00，RMSEA=0.000 と最も適合が良好であった．一方で胃がんでは CFI=0.974，







sm がんの段階であり，消化管がんの生物学的悪性度を評価するには sm がんでの検討が最適と考
えた．そこで本研究では外科的切除がなされ病理学的に壁深達度 sm と診断された消化管がんを対
象とすることとした． 












食道がんの生物学的悪性度は 2 種の外生変数と 1 種の内生変数を含んでいる，これに対し胃がん
と大腸がんは 1 種の外生変数と 2 種の内生変数を含んでいる．さらに，食道がんにおいては癌の
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に壁深達度 sm と診断された食道がん 217 例，胃がん 192 例，大腸がん 175 例である． 研
究の結果，消化管がんの生物学的悪性度は 3 種の潜在変数で定義することが可能であった．
また個々の臨床病理学的因子の臨床的意義は原発臓器によって異なることが明らかとなっ
た．さらに本研究で新たに得られた知見からも，食道がんの生物学的悪性度は胃がんや大
腸がんと比較し高いと考えられた．これまで理論的な定義がないまま多用されてきた生物
学的悪性度という用語を，初めて構造方程式モデリングを用いて評価を行った．以上より，
本論文は博士（医学）の学位授与に値するものと審査委員全員に認められた． 
 
 
 
 
 
